
令和４年度 全国・学力学習状況調査 帯広市立森の里小学校の傾向

調査結果概況「国語」 平均正答数 平均正答率

本 校 ８．０／１４ ５７％

北海道 ９．０／１４ ６４％

全 国 ９．２／１４ ６５．６％

調査結果概況「算数」
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観点 対象問題数 平均正答率

話す・聞く ２ ６０．９％

書くこと ２ ３３．７％

読むこと ４ ６１．４％

言語の特徴 ５ ５７．４％

言語文化 １ ７８．３％

＜傾向と改善プラン＞ 本校では、正答数１２問の児童が最も多い。中央値が８（北海道・全国
は１０）であることからも、全体の底上げが必要である。正答数が低い児童への支援、学習内容
の定着が大きな課題である。また、正答数１２問及び１３問の児童へのさらなる定着が、全体の
学力向上につながるであろう。グラフ１からは、「書くこと」に関する領域で大きな課題がみられ
る。これは、目的に応じて要約したり考えを書いたりという記述式の回答に慣れていくことが必
要で、授業の中に意図的に取り入れるとともに文字数を決めて書くといった短作文の活動に継続
的に取り組んでいくことで改善を図りたい。

グラフ１

平均正答数 平均正答率

本 校 ９．１／１６ ５７％

北海道 ９．８／１６ ６１％

全 国 10.1／１６ 63.2％
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グラフ２

観点 対象問題数 平均正答率

数と計算 ６ ６７．０％

図 形 ４ ５５．４％

変化と関係 ４ ４１．８％

データの活用 ３ ６０．１％

＜傾向と改善プラン＞ 正答数が１２問の割合が最も高く、１０問以上正解の児童が５割を超えて
いる。少人数指導を充実させることで、正答数の低い子に対する支援を図り、全体の底上げにつな
げていく。そして１２問以上の児童に対するさらなる定着が、全体の学力向上につながると考えら
れる。グラフ２からは、数と計算領域での着実な成長が見られるが、数量関係（割合）領域での定
着が不十分であることがわかった。文章問題から必要な数に着目して、数量関係を求める問題を繰
り返すことが必要である。また、図形領域からは、プログラミング学習の充実を図っていくことが
必要である。
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グラフ３

調査結果概況「理科」 平均正答数 平均正答率

本 校 10.6／１７ ６３％

北海道 10.7／１７ ６３％

全 国 10.8／１７ 63.3％

観点 対象問題数 平均正答率

エネルギー ４ ４７．８％

粒子 ５ ６２．６％

生命 ５ ７４．８％

地球 ５ ６１．３％

＜傾向と改善プラン＞ 正答数が１２問の割合が最も多く、１６問正解も全道・全国を大きく上回
っている。１２問以上正解の児童が５割を超えていることから、実験や観察を通して理科に対する
興味関心が高いことがわかる。また、「知識・理解」においては、全道・全国平均を上回っている。
グラフ３からは、どの学習領域においても、ほぼ全道・全国平均に達していることがわかる。基本
的な知識や技能は定着が見られるので、実験の結果から、根拠を明確にして自分の考えをまとめる
力の育成を図ることが必要である。

教科間の比較 グラフ４

問題数 平均正答数 平均正答率

国語 １４ ８．０ ５７％

算数 １６ ９．１ ５７％

理科 １７ １０．６ ６３％

＜傾向と対策＞
国語と算数ともに全道・全国を下回ったものの、算数については全道との差はやや縮まって

いる。これまでの研究による授業改善に加え、少人数指導の成果が現れてきている。引き続き、
算数科の平均正答率向上に向けて、組織的な取組が必要となる。具体的には、ICT 活用による
個に応じた指導・支援と少人数指導（必要に応じて習熟度別指導）の充実を図っていくことが
必要である。また、研修部とも連携し、「理由や根拠を明確に」「交流」「振り返り」をもとにし
た授業改善を図っていく。
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＜ 国 語 ＞

選択式 短答式 記述式

森の里 ７０．１％ ４３．５％ ３６．２％

北海道 ７０．６％ ６３．５％ ４８．８％

全 国 ７１．８％ ６３．６％ ５１．３％

問題形式による比較

＜ 算 数 ＞

選択式 短答式 記述式

森の里 ４４．９％ ７３．２％ ４９．５％

北海道 ５０．６％ ７４．２％ ５７．０％

全 国 ５１．８％ ７６．５％ ６０．２％

＜ 理 科 ＞

選択式 短答式 記述式

森の里 ６５．０％ ６８．８％ ４７．１％

北海道 ６６．３％ ６７．７％ ４５．３％

全 国 ６６．８％ ６６．２％ ４７．３％

＜傾向と対策＞
国語では、選択式は全道全国との差は見られないものの、短答式（漢字）で大きな課題が見

られたことから、既習事項、基本的事項の未定着が原因と考えられる。家庭と連携し、繰り返
しの練習（宿題や家庭学習）が必要であり、自主的な学習習慣の定着を図ることで改善をして
いく。また、記述式では無回答も多かったことから、「書くこと」に対する課題が大きいことが
わかる。昨年度から取り組んでいる朝活動の短作文（考えを整理して書くことや相手に伝わる
ように書く活動）を継続するとともに、読書活動による読解力の育成を低学年から取り組んで
いかなければならない。
算数においては、選択式や短答式では全道全国を下回ったものの、これまでの成果が現れて

いる。また、記述式では課題は大きいものの、無回答は少なかったことから、数年来の授業研
究を通して「自分の考えを書いたり、交流したりする」姿勢が身についてきたことが考えられ
る。既習事項、基本的事項の定着については国語と同様に、家庭と連携した繰り返しの練習（宿
題や家庭学習）が必要である。
理科では、どの問題形式においても児童は最後まで粘り強く、一生懸命に取り組む姿が見ら

れた。特に短答式においては、全道全国を上回る結果となった。記述式においても無回答は比
較的少ないことから、根拠を示したり、条件に合わせたりしながら自分の考えをまとめる力の
育成が必要である。
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検証改善サイクルをふまえた年間スケジュール

全国学力学習状況調査 チャレンジテスト 標準学力調査

全国学力学習状況調査 前年度問題への取組 結果及び課題の確認
４月 自校採点の実施 採点 結果の検証（情報共有） （新担任）

結果の分析と検証（情報共有）

授業改善への反映 授業改善への反映 授業改善への反映
５月 授業改善の継続 次回への目標設定 目標設定

授業改善の継続 授業改善の継続

６月
１学期末問題への取組

採点 結果の検証（情報共有）
７月 授業改善への反映

次回への目標設定

授業改善の継続 授業改善の継続
８月 授業改善への反映 １学期サポート問題

授業改善の継続 採点 結果の検証（情報共有）

個人単票の課題確認 授業改善への反映
９月 保護者への配布 次回への目標設定

家庭との連携（共有） 授業改善の継続

家庭学習の充実
１０月 家庭学習の見直し

家庭学習と授業の融合

習慣・定着状況の確認
１１月 結果の分析と検証（情報共有）

２学期末問題への取組

採点 結果の検証（情報共有）
１２月 授業改善への反映 標準学力調査実施

次回への目標設定
授業改善の継続

２学期サポート問題
１月 採点 結果の検証（情報共有）

授業改善への反映

過去問題への取組 次回への目標設定 結果の検証及び分析
２月 定着状況の確認 授業改善の継続 授業改善への反映

過去問の取組 学年末問題への取組

対応策及び改善案作成 採点 結果の検証（情報共有） 次年度の目標設定
３月 （情報共有） 授業改善への反映 授業改善の継続

授業改善と取組継続


